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2011年１～６月のロシアの鉱工業生産 
―自動車部門が全体を牽引― 

 

はじめに 

 ロシア連邦国家統計局は今般、2011年上半期（１～６月期）の鉱工業生産実績を発表し

た。2011年１～６月期のロシアの鉱工業生産は、前年比5.3％増大した。ロシアの最重要産

業である石油生産はそれほど振るわなかったが、自動車産業が大幅な増産を記録しており、

これが全体を牽引している。 

 今回の速報では、統計局発表の2011年上半期のロシアの鉱工業生産動向を、図表にまと

めて掲載するとともに、若干の解説をお届けする。 

＊      ＊      ＊      ＊      ＊ 

 まず、鉱工業生産を含め、上半期の主要経済指標がほぼ出揃っているので、それを表１

にまとめた。ただし、GDPに関しては、上半期の数字が発表されるのはまだだいぶ先にな

り、表１に示したのは第１四半期（１～３月期）の数字である。 

 さて、鉱工業生産につき、より詳しく見ていこう。ロシアの鉱工業生産水準は、リーマ

ン・ショックの影響を受け、2008年暮れから2009年初頭にかけて激しく落ち込んだ。しか

し、図１に見るとおり、それ以降は一貫して回復傾向にあり、2011年に入ってからは2008

年平均の生産水準を上回りつつ、増大基調で推移している。 
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